
慶
長
年
間
三
代
松
平
忠
重
初
期
)
北
圧

城
郭
図
及
び
町
割
図
に
就
い
て

松

原

信
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東
大
の
史
料
編
纂
所
で
以
前
か
ら
柴
田
勝
家
時

代
の
北
庄
城
図
を
求
め
て
い
る
と
聞
い
て
い
る

が
、
い
ま
だ
に
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
恐
ら
く
勝

家
の
北
臣
城
落
城
と
共
に
資
料
一
切
が
遭
滅
し
て

し
ま
っ
た
乙
と
は
必
定
で
あ
る
。

し
か
し
勝
家
当
時
に
ま
で
遡
れ
な
く
と
も
、
慶

長
中
期
(
二
代
松
平
忠
直
初
期
)
に
作
成
さ
れ
た

と
恩
わ
れ
る
北
庄
城
郭
図
及
ぴ
城
西
の
町
割
図
の

二
種
が
今
に
残
さ
れ
て
い
る
。
後
者
は
原
図
、
写

図
共
に
各
一
点
づ
っ
松
平
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
お

り
、
前
者
の
北
庄
城
郭
図
の
方
は
い
ず
れ
も
写
図

し
か
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
。
原
本
は
恐
ら
く
失
わ

れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

一
北
庄
城
郭
図

之
6の4

表

図種| 名 称|所 蔵 著| 摘 要

A図 越前国北庄城図 五十嵐均平氏蔵 慶正応誠謹元年写、す葛巻民所蔵のものを原

B図 名称なし 松平文庫蔵 文井政元美4年、、脊高賀畑方文氏所謄蔵写のすものを酒

C図 北庄城郭図 // 

一|D図 越前北庄城ノ図 // 鈴明治木2準0道年浅謄写井権す十郎所蔵のものを

E図 北庄古図 福井市立郷土歴史館 嘉永 6年山崎英繁謄写す

北
庄
城
郭
図
の

写

図
は

現

在

知
作のらくるかた転治末ず参がれ点点文点史井一均もるら
ら写何原。りも写初かれ照〈てがの庫、館郷点平五だれ
れ図枚図恐でのさ期らも)別い残計蔵松蔵土、民十けで
、がかからあばれに明幕い表るさ五三平一歴福蔵嵐でい

第

松
原

慶
長
年
間
〆「

代
松
平
忠
直
初
g 
~I::; 
庄
城
郭
図
及
ぴ
町
割
図
1<:: 
就

て

こ
れ
ら
を
基
に
し
て
そ
の
後
更
に
写
図
の
写
図
が

伝
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
現
在
残
っ
て
い
る

写
図
の
そ
れ
ぞ
れ
原
本
が
異
っ
て
い
る
と
と
か
ら

も
想
像
さ
れ
る
。
先
に
発
表
し
た
拙
著
「
若
越
城

下
町
古
図
集
」
に
集
録
し
た
第
一
図
慶
長
十
九
年

北
庄
古
図
は
こ
の
中
、
福
井
公
民
館
蔵
(
現
在
福

井
郷
土
歴
史
館
蔵
)
の
も
の
を
原
本
と
し
て
作
図

し
た
も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
乙
の
図
の
時
代
考
証
に
つ
い
て

は
各
写
図
の
謄
写
者
も
行
っ
て
お
り
慶
長
十
八
・

九
年
頃
と
し
て
い
る
が
更
に
詳
細
な
検
討
を
行

っ
て
見
る
と
、
ま
ず
江
戸
町
の
屋
敷
割
が
行
わ
れ

て
い
る
と
と
か
ら
慶
長
十
六
年
以
降
に
視
点
が

置
れ
る
。
(
片
聾
記
に
慶
長
十
六
年
忠
直
に
嫁

す
た
め
「
(
勝
子
姫
)
江
戸
よ
り
被
ν
為
ν
入
候

節
当
時
の
江
戸
町
は
松
本
通
り
町
也
し
を
、
一
側

そ
と
へ
出
し
其
跡
、
家
中
に
被
成
江
戸
よ
り
御

供
の
面
々
被
二
指
置
一
候
ゆ
へ
江
戸
町
と
申
候
よ

し
。
」
)
一
方
慶
長
十
九
年
七
月
卒
去
せ
る
結
城

晴
朝
(
五
千
石
)
の
屋
敷
ゃ
、
翌
元
和
元
年
大
阪

夏
の
陣
の
際
抜
馳
の
責
任
を
負
っ
て
摂
津
天
満
川

に
身
を
投
じ
て
自
殺
し
た
吉
田
修
理
(
一
万
四
千

石
)
の
屋
敷
が
乙
の
古
図
に
在
る
と
と
か
ら
、
慶

長
十
八
年
以
前
の
も
の
で
あ
る
と
一
応
考
え
ら

れ
る
。
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松
JJi( 

副
院
長
年
開
会
一
代
松
平
忠
直
初
期
)
北
庄
城
郭
図
及
び
町
創
図
に
就
い
て
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慶
長
十
六
年
以
降
、
同
十
八
年
ま
で
の
三
年
間

と
云
え
ば
、
乙
の
問
即
ち
慶
長
十
七
年
に
有
名
な

久
世
但
馬
事
件
が
起
っ
て
い
る
。
久
世
但
馬
領
内

の
仲
間
と
阿
部
自
休
知
行
所
の
下
郎
と
の
私
争
が

広
沢
兵
庫

・
今
村
掃
部

・
中
川
出
雲

・
谷
野
伯
脅

等
を
含
め
た
岡
部
自
休
方
と
本
多
伊
豆

・
牧
野
主

殿

・
白
木
西
安

・
竹
嶋
周
防

・
上
回
隼
人
等
を
含

め
た
久
世
但
馬
派
の
ニ
派
に
別
れ
た
衝
突
に
発
展

し
て
し
ま
っ
た
。
い
ず
れ
も
越
前
務
の
高
知
大
名

ば
か
り
で
あ
る
た
め
国
政
上
も
大
事
に
至
り
、
逐

げ
仏
大
御
所
駿
府
の
家
康
の
耳
に
も
こ
の
こ
と
が
入

り
慶
長
十
七
年
十
月
家
康
の
裁
決
に
よ
っ
て
そ
れ

ぞ
れ
成
敗
を
受
け
た
。
一
万
石
久
世

但

馬
は
自

殺
、
千
七
百
石
阿
部
自
休
配
流
、
二
万
五
干
石
丸

岡
城
代
今
村
掃
部
岩
城
へ
配
流
、

一
万
五
千
五
十

石
中
川
出
壁
面
信
州
へ
配
流
、

一
万
石
落
合
美
作
紀

州
へ
御
預
ヶ
、
四
千
百
七
十
石
竹
嶋
周
防
御
免
御

領
に
而
白
書
、
そ
の
他
多
く
の
務
士
が
処
刑
さ
れ

た
。
三
万
六
千
七
百
五
十
石
府
中
城
代
本
多
伊
豆

及
び
三
千
四
百
石
牧
野
主
殿
の
み
は
家
柄
の
た
め

費
ロ
の
み
の
成
敗
に
終
っ
た
。

さ
て
こ
れ
等
成
敗
さ
れ
た
諸
大
身
の
屋
敷
が
五

十
嵐
均
平
氏
蔵
の

A
図
に
は
記
入
き
れ
て
い
る

が
、

一
方

B
・
C
・
D
-
E
図
に
は

一
ケ
所
も
見

当
ら
ず
新
し
く
屋
敷
替
さ
れ
改
正
さ
れ
た
以
後
の

図
で
あ
る
ζ

と
を
示
し
て
い
る
。
但
し
後
者
の

諸
国
に
は
。
本
多
丹
下
始
メ
今
村
掃
部
屋
敷
。

、

。
加
藤
宗
月
始
メ
中
川
出
雲
屋
敷
。

、

グ
山
間
備

前
始
メ
久
世
但
馬
屋
敷
h
q

と
云
う
様
に
旧
屋
敷
が

記
入
さ
れ
て
い
て

A
図
と
の
関
係
を
よ
く
示
し
て

い
る
。
叉

A
図
に
在
っ
て
そ
の
他
の
図
K
記
載
さ

れ
て
い
な
い
主
要
な
藩
士
と
し
て
は
一
万
石
江
口

石
見
、
三
万
八
千
石
大
野
城
代
土
屋
左
馬
助
、
三

万
二
千
石
多
賀
谷
左
近
、
千
七
百
五
十
石
内
記
掃

部、

一
万
千
二
十
右
敦
賀
城
代
清
水
丹
後
が
上
げ

ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
秀
康
と
共
に
結
城
よ
り
来
往

せ
る
諸
侯
ば
か
り
で
あ
り
、
秀
出
版
分
限
般
に
在
っ

て
忠
直
分
限
緩
か
ら
削
除
さ
れ
て
い
る
の
が
多

、
.

《
》

ζ
ζ

で
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
A
図
が
他
の
四
点

よ
り
も
時
代
が
古
く
、
少
く
共
慶
長
十
七
年
久
世

但
馬
事
件
以
前
の
図
で
あ
る
ζ

と
示
し
て
お
り
、

B
・
C
・
D
-
E
図
は
商
事
件
後
新
し
く
屋
敷
替
の

行
わ
れ
た
後
に
改
正
さ
れ
た
図
で
あ
ろ
う
。
但
し

A
図
は
他
の
四
点
と
比
較
し
て
図
式
粗
略
で
屋
敷

携
も
記
入
さ
れ
て
い
な
い
と
ζ

ろ
多
く
叉
士
名
の

省
略
し
た
と
思
わ
れ
る
個
所
も
幾
っ
か
発
見
さ
れ

た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
ζ

れ
等
北
庄
城
郭
図
は
忠
直

時
代
初
期
の
郭
内
の
屋
敷
を
伝
え
る
も
の
と
し
て

重
要
な
資
料
と
云
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

ニ

北
庄
四
ツ
剖
之
図
と
そ
の
時
代
考
証

次
に
町
劉
図
で
あ
る
が
、
松
平
文
庫
に
所
蔵
さ

れ
て
い
る
数
多
く
の
古
地
図
の
中
に
。
寛
永
年
間

福
井
四
ツ
割
図
グ

(Naミ
×
M
E
S
)
と
称
さ
れ

る
も
の
が
あ
る
。
各
一
戸
の
一
戸
主
砂
名
は
勿
論
の
ζ

と
屋
敷
地
の
関
口
、
奥
行
の
間
数
ま
で
記
入
さ
れ

た
非
常
に
精
密
な
古
図
で
あ
る
が
、
銭
念
な
ζ

と

に
は
減
下
を
四
区
分
し
て
作
成
し
た
中
の
片
町
よ

り
西
の
方
の
地
敏
郎
ち
呉
服
町
な
ど
の
滅
菌
。一
得

を
含
む
地
図
一
枚
し
か
残
存
し
て
い
な
い
。
し
か

し
そ
の
詳
細
さ
と
共
に
寛
永
年
間
だ
と
云
う
時
代

の
古
さ
に
お
い
て
も
、
当
時
の
北
庄
町
の
様
子
を

知
る
上
に
突
に
貧
重
な
図
と
一
宮
わ
ね
ば
な
る
ま

、。、
lv

と
ζ

ろ
が
最
近
私
が
調
査
し
た
結
果
で
は
寛
永

年
間
と
云
う
の
は
誤
り
で
、
更
に
時
代
が
古
く
、

先
の
北
庄
城
郭
図
作
成
時
代
と
同
じ
く
こ
代
松
平

忠
直
初
期
慶
長
十
四
、
五
年
前
後
に
作
成
さ
れ
た

町
割
図
(
都
市
計
画
図
)
で
あ
る
ζ

と
が
明
確
と

な
っ
た
。

ま
ず
第
一
に
覚
、
永
年
間
と
云
う
時
代
に
疑
問
を

持
ち
始
め
た
の
は
次
の
諸
点
で
あ
る
。
即
ち
海
真

町

(
ヱ
ピ
ス
町
)
の
長
順
。
(
野

hr聞
)
は
位

鐙
か
ら
考
え
て
真
宗
願
乗
寺
で
あ
る
ζ

と
が
判
っ

た
が
、
当
寺
の
過
去
鍍
に
よ
れ
ば
慶
順
は
慶
長
九
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年
か
ら
寛
永
八
年
ま
で
在
職
し
て
い
た
当
寺
四
代

の
住
職
で
あ
り
、
叉
三
橋
町
の
日
蓮
宗
本
成
坊
と

あ
る
の
も
本
祐
寺
の
過
去
帳
に
よ
れ
ば
、
当
寺
田

代
住
職
本
成
坊
で
あ
る
ζ

と
が
判
り
、
慶
長
五
年

よ
り
寛
永
二
年
ま
で
の
住
職
と
な
っ
て
い
る
。

(
当
時
尚
一
ま
だ
本
山
よ
り
寺
号
が
免
許
さ
れ
て
い
-

な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
)
乙
の
事
実
か

ら
し
て
寛
永
年
間
と
し
て
も
寛
永
二
年
以
前
と
考

え
ら
れ
，
る
わ
け
で
あ
る
。

更
に
寛
永
年
間
で
な
く
ぞ
れ
以
前
の
慶
長
・
元

表2 l第
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松
原

和
年
間
と
す
る
決
定
的
事
実
は
秀
康
・
忠
直
ニ
代

に
随
身
し
越
後
高
田
に
封
ぜ
ら
れ
た
光
長
応
仕
え

る
た
め
北
庄
を
去
っ
て
高
田
に
移
住
し
た
村
田
信

濃
守
(
千
五
百
石
)
の
名
が
と
の
図
に
在
り
、
反
対

に
寛
永
元
年
越
前
北
庄
に
転
封
し
た
三
代
松
平
忠

置
と
共
に
越
後
高
田
か
ら
移
住
し
北
庄
浜
町
に
藩

主
よ
り
御
朱
印
屋
敷
を
拝
領
し
た
名
刀
工
師
、
島

田
山
城
守
が
こ
の
図
に
な
く
、
代
り
に
と
の
屋
敷

地
に
は
秀
康
・
忠
直
ニ
代
に
仕
え
た
高
木
喜
右
ヱ

門
(
五
百
石
)
の
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
と
と
で

あ
る
。

ζ

の
様
に

更
に
詳
細
に

検
討
し
て
み

る
な
ら
ば
、

先
の
北
庄
城

郭
図
で
も
問

題
と
な
っ
た

吉
田
修
理
下

屋
敷
(
元
和

元
年
自
殺
)

や
慶
長
十
六

年
十
月
間
部

自
休
と
の
確

執
で
失
格
し

忠直分限帳には渡辺圧兵ヱ 500石とあ

り恐らく菊右ヱ門の家督を受けた者で

あろう。

久世但馬慶長十七年成敗を受けて忠直

分限帳にはなし。

注1

注2

1%雪t智~I 石高|譲分|醸分
南川端町 (本佐多久間伊長豆殿左内ヱ)門

// 山田甚右ヱ門 1凹石 0' なし

// 渡辺菊右ヱ門 5凹石 。(注1) 

// 大久保内膳 30凹石 。。ー
p 山岡備前下屋敷 羽田石 0' 。
// 但馬下屋敷 10000石 。なし

(注2)
// 吉田修理下屋敷 14000石 。。
// 高木喜右ヱ門 200石 。。

三橋町 細井叉兵ヱ 200石 。。
西山横町 山本新右ヱ門 30日石 。。
長者町 秋山久庵 100石 。。

慶
長
年
間

代
松
平
忠
直
初
期

北

長
郭
図
及
び
町
割
図
t乙
就

て

た
筈
の
但
馬
守
の
下
屋
敷
が
共
に
南
川
端
町
h

現

在
の
浜
町
〉
に
存
在
す
る
と
と
か
ら
二
代
忠
直
初

期
慶
長
十
六
年
以
前
に
時
代
が
せ
ば
め
ら
れ
て
来

る。
乙
の
地
図
に
見
え
る
藩
士
名
を
秀
康
及
ぴ
忠
直

の
各
分
限
帳
で
調
べ
て
見
る
と
第
2
表
の
如
く
、

殆
ん
ど
が
両
分
限
帳
に
記
載
さ
れ
て
あ
り
、
秀
康

晩
年
頃
か
少
く
共
忠
直
初
期
を
示
す
図
と
推
定
さ

れ
る
。
慶
長
六
年
秀
康
越
前
に
入
国
し
同
十
一
年

北
庄
城
築
城
完
成
と
共
に
越
前
一
固
に
亘
っ
て
総

検
地
を
行
い
、
同
十
二
年
秀
康
逝
去
し
二
代
忠
直

時
代
に
入
っ
て
始
め
て
北
庄
城
下
町
の
整
備
も
行

わ
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

ζ

の
様
に
城
下
街
完

成
を
期
し
て
作
成
さ
れ
た
町
割
図
で
あ
ろ
う
。

松
平
文
庫
に
は
こ
の
図
の
原
図
の
他
に
写
図
が

一
枚
計
二
点
所
蔵
さ
れ
て
あ
る
。
原
図
に
は
裏
書

と
し
て
、
「
葵
影
御
絵
図
者
御
家
老
松
平
主
馬
万

江
及
内
談
候
而
御
役
所
建
ェ
上
々
与
御
渡
ェ
候
、

此
図
面
之
訳
文
政
十
三
寅
ノ
書
留
-
一
委
v
候
。
」

と
の
み
添
加
し
て
あ
り
、
一
方
写
図
に
は
こ
の
裏

書
の
他
に
更
に
「
寛
永
年
中
福
井
四
ツ
割
如
此
図

有
し
を
廃
審
之
際
紛
失
其
内
残
り
壱
枚
」
と
附

加
さ
れ
て
あ
る
。
と
の
様
に
写
図
の
方
に
の
み

年
号
が
あ
っ
て
、
原
図
に
な
い
の
は
明
治
初
年

乙
の
写
図
を
作
成
し
た
者
が
誤
つ
で
時
代
を
推
定
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松
原

慶
長
年
間
(
二
代
松
平
忠
直
初
期
〕
北
庄
城
郭
図
及
び
町
割
図
に
就
い
て

58 

し
て
寛
永
年
中
と
記
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
こ
の
町
割
図
を
福
井
四
ツ
割
之
図
の

一
枚
と
称
し
他
の
三
枚
は
廃
藩
の
際
紛
失
し
た
と

云
う
。
先
に
述
べ
た
北
庄
城
郭
図
は
こ
の
町
割
図

と
ほ
ぼ
時
代
が
一
致
す
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
四

ツ
割
図
の
一
枚
で
は
な
か
ろ
う
か
と
考
え
ら
れ

る
。
即
ち
①
部
内
、
①
城
西
、
①
城
北
、
@
橋
南

に
四
区
分
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
と
見
て
、
そ
の

中
①
郭
内
、
①
城
西
の
二
種
が
現
容
し
て
い
る
こ

と
に
な
る
。

さ
て
ζ

の
町
割
図
を
中
心
に
し
て
窺
い
得
る
当

時
の
北
庄
城
下
に
つ
い
て
二
三
解
説
を
試
み
て
み

-、.ハ
V

み

L
P
V

〔
城
下
街
の
惣
外
堀
〕

福
井
城
北
の
惣
外
堀
か
ら
西
に
明
里
村
方
面
へ

延
び
て
い
る
現
在
の
光
明
寺
用
水
の
川
筋
を
こ
の

古
図
で
は
堀
と
記
し
、
こ
れ
ら
内
側
に
は
土
居
ま

で
あ
っ
た
。
更
に
此
図
で
は
北
圧
城
下
街
の
西
外

側
に
も
城
下
を
包
む
が
如
く
、

ζ

の
堀
筋
か
ら
南

へ
分
岐
し
て
グ
堀
土
居
十
二
間
道
巾
共

-
J
と
記

し
で
あ
っ
て
、
柴
田
時
代
の
北
庄
城
及
び
城
下
街

を
惣
外
堀
で
囲
践
し
て
い
た
ζ

と
が
知
ら
れ
る
。

こ
の
他
土
居
之
内
、
下
土
居
原
、
土
居
原
町
(
万
治

の
城
下
絵
図
に
在
り
、
元
禄
宝
永
以
後
田
原
町
と

改
称
さ
る
)
な
ど
の
遺
称
が
土
居
を
挟
ん
で
内
外
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に
あ
る
の
も
こ
れ
を
証
拠
立
て
る
も
の
で
あ
る
。
り
移
り
社
地
一
一
来
町
な
り
し
が
、
神
桂

〔

法

興

寺

と

一

一

来

町

〕

に

悶

み

夷

町

と

称

す

る

に

至

れ

り

」

福

法
興
寺
由
緒
書
に
「
永
正
二
年
一
一
束
に
て
融
国
井
市
史
上
巻

上
人
間
基
、
天
正
七
年
九
月
七
日
燈
空
慶
伝
上
人
法
興
寺
は
伝
一
乗
谷
城
外
、
現
在
の
田

の
時
福
井
一
乗
町
に
移
り
、
寛
永
頃
藩
の
都
合
に
治
島
字
三
橋
に
寺
が
あ
っ
た
た
め
現
在

て
現
今
の
個
所
(
三
橋
町
)
に
移
る
云
々
。
」
と
も
三
橋
の
法
興
寺
と
称
さ
れ
て
い
る
。

あ
り
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
最
初
は
一
一
東
町
に
在
り
、
円
妙
楽
寺
〕

後
寛
永
頃
三
橋
に
移
っ
た
と
な
っ
て
い
る
o

乙
れ
「
越
藩
拾
遺
録
」
妙
楽
寺
の
項
に
「
創
立
応
永

は
明
ら
か
に
誤
伝
で
あ
っ
て
、
こ
の
古
図
に
は
既
二
十
二
年
吉
田
郡
荒
川
興
行
寺
よ
り
分
寺
、
開
基

に
三
橋
町
に
寺
地
が
見
え
て
い
る
。
こ
の
様
な
誤
周
覚
法
印
と
云
う
。
西
魚
町
に
在
り
後
現
地
(
西

伝
が
起
っ
た
の
は
恐
ら
く
法
興
寺
に
伝
え
ら
れ
る
山
横
町
)
に
移
る
。
」
と
あ
る
が
、
乙
の
古
図
で

慶
長
五
年
の
保
科
正
光
捉
書
に
一
一
来
町
法
興
J

寸
と
は
現
在
寺
地
の
所
は
山
本
一
新
右
ヱ
門
の
屋
敷
と
な

あ

る

と

と

か

ら

で

あ

ろ

う

。

っ

て

お

り

、

叉

西

魚

町

に

も

妙

楽

寺

な

る

寺

号

も

即
ち
ζ

の
慶
長
町
割
図
で
は
一
乗
町
通
を
西
に
叉
庄
職
名
も
見
当
ら
な
い
。
従
っ
て
右
の
記
録
は

海
真
町
(
ヱ
ピ
ス
町
)
、
更
に
三
橋
町
と
連
っ
て
誤
り
で
あ
ろ
う
。

い
る
。
天
正
慶
長
初
年
に
は
恐
ら
く
人
家
余
り
櫛
〔
竹
林
橋
〕

比
せ
ず
、
こ
の
通
り
一
本
そ
総
称
し
て
一
乗
町
と
「
越
前
国
名
蹟
考
」
に
「
竹
林
橋
、
上
呉
服
町
四
ツ

な
J
吋

1
中
た
の
を
後
戸
バ
マ
夷
町
が
一
乗
町
、
か
ら
辻
に
在
り
、
往
古
は
此
辺
大
な
る
竹
薮
な
り
し

分
離
し
、
更
に
三
橋
法
興
寺
か
ら
門
前
一
世
恨
の
町
、
由
、
是
に
依
て
の
名
と
い
う
。
」
と
あ
る
が
、
こ

家
を
三
橋
町
と
呼
ぶ
様
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
は
誤
り
で
あ
っ
て
、
こ
の
図
の
上
呉
服
町
四
ツ

れ
る
。
福
井
市
史
の
町
名
起
源
の
項
に
「
一
一
葉
町
辻
の
北
西
の
角
に
竹
林
な
る
者
の
屋
敷
が
記
さ
れ

は
現
在
の
錦
下
町
、
片
町
角
よ
り
湊
中
町
の
三
橋
で
あ
る
。

ζ

の
人
名
か
ら
の
記
源
で
あ
ろ
う
。

通
に
至
る
ま
で
の
総
称
な
り
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
「
越
前
人
物
志
」
。
竹
林
万
年
グ
の
項
に
「
福

も

乙

の

事

情

が

究

知

出

来

る

。

井

上

呉

服

町

竹

林

橋

の

西

の

角

に

住

し

葉

茶

を

業

注

1

「
夷
町
(
海
真
町
)
恵
比
須
社
、
結
城
よ
と
す
。
云
々
」
と
あ
る
。
(
高
志
高
等
学
校
教
諭
)

注
2
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